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Ⅰはじめに
　筆者は教員・保育者養成課程において，J. ブル
グミュラー作曲「25 の練習曲」を題材とした楽
譜制作を「音楽Ⅲ」（２年次開講科目） で行った。
実践では，J. ブルグミュラー「25 の練習曲」の中
から学生が任意の楽曲を選択し，楽譜と筆記用具

（カラー複数色又は単色）を用いて，楽譜へ自由な
思いを書き記した。学生たちは，大変意欲的な姿
勢で実践に取り組み，仕上がった創作楽譜は自由
な発想が盛り込まれたユーモアとバラエティーに
富んだ作品となった。楽曲の流れに沿って細かく
イメージを描写した楽譜や，楽曲全体の流れを大
きく一つに捉えて表現した楽譜など多様性が見受
けられた。完成した創作楽譜を用いたピアノの演
奏は，音楽的な表現力がより豊かになった。そして，
何よりも学生自身が，楽しんでピアノに向かう姿
が印象的であった。
　前回の実践をとおして，教員・保育者養成課程
の学生たちは，豊かな創造力を持っており，様々
な手法で自己の創造力を発揮する能力にも恵まれ
ていることがわかった。学生一人ひとりの創造性
や思考力を養い伸ばすことが出来たように思う。
本実践の特徴として，教員が創作手法をあらかじ

め指定せず，学生一人ひとりが任意の創作手法を
選択する点に注目できるであろう。学生一人ひと
りが得意な創作手法を選択して楽譜に向かうため，
自発的かつ自主的に取り組むことができるように
なった。実践後の学生の感想の中には，「これから
ピアノが楽しくなりそう。」「もっと早い段階にこ
のようなことを教えてもらえていたら，ピアノを
嫌いにならなかったかもしれない。」というような，
学習に対する意欲的な高まりを見せる声も耳にす
ることが出来た。筆者は，音楽への興味・関心を
高めるきっかけになったと感じられた。
　これまでの実践結果をふまえ，今年度は「音楽
Ⅰ」（１年次開講科目）において創作楽譜の実践を
行った。近年の教員・保育者養成課程に入学する
学生の音楽経験は多様化し，ピアノ初心者の学生
も多く見受けられるようになっている。ピアノ演
奏に対しての不安を抱えて入学してくる学生も少
なくない。入学直後の段階で創作楽譜の制作実践
を行い，ピアノ演奏の楽しさを体験することによ
り，学生の音楽全般に対する不安要素を取り除く
手がかりとなるであろうと考え，継続研究を行っ
ている。
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Ⅱ研究方法及び研究内容
　本実践は「音楽Ⅰ」ピアノ個人レッスンにおいて，
筆者が担当した学生を対象として行ったものであ
る。学生どうしでの意見討論を行い，学生の考え
を展開させていくことも大切であると考えた。
　まず，学生一人ひとりの習熟度に合わせて選曲
を行った。入学時の学生のピアノ経験値は様々で
あり，習熟度には大きな差異が生じた。それ故に，
実践で扱った楽曲は，バイエル教則本，ブルグミュ
ラー ｢25の練習曲｣，ソナチネアルバムなど広範囲
に渡った。この時，レベルの範囲内であれば，基本
的に学生が取り組みたいという楽曲を選曲し，筆者
と話し合った上で決定した。そのため，すでに演奏
が仕上がった状態の楽曲を選択した学生や，これか
ら譜読みに取りかかる段階の楽曲を選択した学生
の両者が存在した。強弱記号や発想記号について
は，あらかじめ学生自身が調べ，わからない箇所に
ついては，教員や友人に聞くように促した。
　創作楽譜を制作するにあたり，楽譜と任意のカ
ラー筆記用具を使用した。そして，楽曲に対する
自己のイメージを膨らませる。さらに，出来あがっ
たイメージを，絵や色彩，文章などの自由な創作
手法を用いて楽譜に表した。表現の手法，楽譜の
創作方法などについては，学生一人ひとりが自由

な発想のもとで，得意な手法を用いて表現するよ
うに指導した。
　創作楽譜の制作と併せて，「紹介シート」（資料１）
を作成した。この用紙は，創作楽譜からだけでは
伝わりにくいイメージ，例えば，ストーリーの詳
細内容や，その楽曲に対してイメージを持った理
由などを具体的に記入し，創作楽譜の補足的な資
料として添付した。
　出来あがった独自の制作楽譜を使用し，実際に
ピアノ演奏で表現をした。ここで，指導する側と
して楽譜に修正が必要な箇所が出てきた場合，そ
の過程でその都度修正を加えた。
　実践終了後には，「創作楽譜に関するアンケート」

（資料２）によるアンケート調査を行った。

Ⅲ研究結果
　表１より学生は，ピアノの導入教材から上級レ
ベルの曲まで，様々なイメージを持ち，そのイメー
ジを楽譜の中に描いた。そして，創作楽譜の内容
紹介として，「紹介シート」の記載内容を添付した。
創作手法，作風は表２のように分類し，表１へ加
えた。また，実践後に行った「創作楽譜に関する
アンケート」の調査結果をまとめ，質問項目①～
③は表３に挙げ，④～⑧は表１に加えた。
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創作楽
譜番号 作曲者 曲番号／

標題
創作楽譜
のテーマ 創作楽譜の内容紹介 創作手法

分類 創作楽譜に関するアンケート

1
ピアノへのアプ
ローチ　４Ｓｔ
ｅｐ s より

1(a ～ d)
両手とも同じ
指で弾こう

ドーナッツ
とレモン

ドとレが多かったの
でドーナッツとレモ
ンが浮かびました

❶
Ⅰ

⑤常にボールペンを使用して
いるから　⑥早さなどが調整
できました　⑧音楽は楽しく
やりたいので、自分でもっと
楽しめるようになりたいです

2
ピアノへのアプ
ローチ　４Ｓｔ
ｅｐ s より

１(a ～ g)
両手とも同じ
指で弾こう

現れ

初め空は雲で覆われ
ていて、雨が降って
いるが次第に太陽が
現れ、お花、チョウ
チョ、最後に虹が現
れる

❶❾
Ⅱ

⑤絵で描くのが苦手だったか
ら　⑥イメージを描くことで
前向きに取り組めるように
なった　⑦ピアノがとても苦
手だが楽しいものなんだなと
思えるようになった　⑧自分
だけでなく、他者の描いたイ
メージをみて、新たな発見が
出来た

表１　【創作楽譜・一覧表】
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3
ピアノへのアプ
ローチ　４Ｓｔ
ｅｐ s より

2(a)
両手で同じ
音を弾こう

原点

このメロディーを原
始人から現代に照ら
し合わせました。１
つ１つの大切な音を
基本から学ぶための
曲 ( リズム )。人間
が人間になる前は何
からだったのか、そ
れぞれ進化がある。
ドレドレのように一
音上がってまた下が
るというのは ｢ひと
｣ が歩みを進めると
いうイメージを持ち
ました。

❷
Ⅰ

④私はピアノ初心者というこ
とで音１つ１つゆっくり感じ
ながら弾いていたらドレミ
ファソをこのように人類も進
化していったのかと考えた ( 想
像できた ) からです　⑤あえ
て色をつけずモノクロで描き
ました。それは、その生き物
としての姿、“ シルエット ” を
見てほしかったからです　⑥
これはどういうイメージがつ
くかを考えながら弾くことが
出来ました　⑦正直前までは
何も考えずに弾いていたのに
対して “ 音符 ” に気をつけて弾
くので、１つ１つステップを
踏むのに少し臆病になってま
す　⑧曲をイメージして楽譜
にイラストや言葉を書くとい
う発想が今までなかったので、
先生の話を聞いた時、ビック
リウキウキワクワクしました。

4 バイエル 15 ピクニック
うさぎさんとくまさ
んが野原で仲良くピ
クニックをしている

❶
Ⅰ

④ 全体的に明るくピクニッ
クみたいな感じがしたから　
⑤色鉛筆なら明るさが表現で
きると思ったから　⑥変化が
あったかは自分ではわからな
いけれどイメージはできまし
た　⑦変わった !!　⑧以前にイ
メージを楽譜に書いた時は文
だったけれど、今回、絵でイ
メージを表してみて文字とは
違う伝わり方があった。絵で
イメージを表現して楽しかっ
た

5 バイエル 15 春風

メロディーがゆるや
かな感じが春の空気
に似ているなと思っ
て春の風景を描きま
した。

❶
Ⅰ

④メロディーがゆったりと伸
びやかな感じがして春の風景
が浮かんだから　⑤春のパス
テル色の感じが色鉛筆なら表
せると思ったから　⑥メロ
ディーを頭に浮かべながら弾
くことができた　⑦変わりま
した

6 バイエル 23 ポップス
トリート

デコボコ道を楽しく
ステップすれば楽し
くなるように！

❹
Ⅱ

④絵が苦手だけれど、楽しい
イメージを描きたかったから
　⑤絵が苦手だから　⑥リズ
ミカルに弾けるようになりま
した　⑦楽しく弾けば習得も
早くなると思いました

7 バイエル 23 春
春みたいにほんわか
した曲だと思いま
す。

❹
Ⅱ

④指の動きに合わせてそれぞ
れの小節の雰囲気に合わせた
色で表してみました　⑤筆箱
に入っていた限られた筆記用
具の中で、出来る限り自分の
イメージを表現してみました
　⑥とてもイメージがしやす
くなりました　⑦これからは
ただ弾くだけでなく、曲のイ
メージを自分の中でもつくり、
それを意識して自分なりの表
現をしたいです
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8 バイエル 31 春のメロ
ディー

私はこの曲に対し
て、明るく春っぽい
イメージをもったの
で、音符に花を描き
ました。ドソミソは
軽やかに弾いて、明
るい春です。メロ
ディーは少しだけの
んびりな春のイメー
ジをあてはめまし
た。

❶
Ⅱ

④明るい感じで季節的に春っ
ぽいイメージだったので、こ
ういった絵・色にしました　
⑤音符に花を描いたら明るく
なったと思ったし、かわいい
音を表現したかったのでそう
しました　⑥色をつけたりし
たことでより楽しくリズムに
のって弾くような感じになり
ました　⑦少し変わったと思
います　⑧楽譜に絵を描いた
り、色をつけたりするのはは
じめてだったので少し戸惑っ
た部分もあったけれど、楽し
くできました

9 バイエル 48 うま☆

馬がぱっかぱっか
走っているような感
じ。途中で休憩する
ところもある…！？

❹
Ⅱ

⑤絵が苦手で、言葉も出てこ
なかったので色にしました　
⑥弾きやすくなりました　⑦
楽しく弾けた気がします

10 バイエル 52
うさぎ

ちゃんの
散歩

この曲はノリがよく
て、うさぎがピョ
ンピョン跳ねている
イメージがあったの
で、うさぎにしまし
た

❶
Ⅰ

④曲が弾んでいたので、うさぎ
がはねているように　⑤明るい
曲だったし、色や絵で表現した
かったからです　⑥イメージが
出来たので楽しく弾けた　⑦変
わりました　⑧楽譜に絵を書い
たりしたのは初めてだったけれ
ど、楽しくできたので良かった
です

11 バイエル 56 海☆ファ
☆ソ☆ラ

「曲の紹介シート（資
料 1）」参照

❶❹❺
Ⅱ

④音符の並びや多さを見てい
て、落ち着いている所とそう
でない所があったので、それ
は何かと考えたときに「海の
魚」が浮かんだので　⑤色を
つけたら明るく見やすくなる
ので色を付けました。魚以外
のものも海には居るので、カ
ニなどを書きました　⑥色や
絵を書いた所を気にしながら
そのイメージを想像して描く
様になりました　⑦変わりま
した。物語などを表していく
と弾きやすくなったと思いま
す　⑧この様に楽譜に絵など
を書きこんだのは初めてだっ
たので、この様にするのも曲
のイメージが出来るので良い
と思いました

12 バイエル 56
うさぎと
カメのお

散歩

ポカポカあたたかい
日に、うさぎとカメ
が仲良くお散歩して
いる感じ

❶
Ⅱ

④追いかけているイメージが
したから　⑥変化がありまし
た。イメージして弾くと音が
なめらかになったような気が
しました。　⑦変わりました。
ただ弾くだけでなく、想像し
ながら弾くことが出来るよう
になりました
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13 バイエル 66 夕やけ

始め、音符の早さで
色分けをして、ゆっ
くりなところはオレ
ンジ、ちょっと早め
のところは赤にしま
した。そうしたら夕
やけにみえてきて、
この曲にも合ってい
ると思いました。夕
やけを見ているよう
な気持ちで落ち着く
ような曲だと思いま
す。

❹
Ⅱ

④夕方のイメージだったから
　⑥以前に演奏した時よりも
楽しく弾けそうです　⑦少し
変わりました　⑧楽譜にイ
メージをつけることを初めて
やったので楽しかったです。
他の曲でもイメージを考えて
みようと思います

14 バイエル 78 野原と小川

曲の元気な感じと流
れるように音が下り
てくる様子が緑いっ
ぱいで、小動物など
がいっぱいいて、川
も流れていて…のよ
うなイメージです。
おだやかで幸せなイ
メージです

❶
Ⅱ

④ぴょんぴょんはねたり、川
が流れているみたいにさらさ
らしたところがあったから　
⑦少し変わりました　⑧楽譜
に絵を書くということが初め
てだったので楽しかったです。

15 バイエル 78 春
動物たちが野原で楽
しそうにダンスを
踊っている

❶
Ⅰ

④みんなで何か楽しそうに
やっているような感じがした
から　⑤絵で表現したかった
から　⑥絵があった方が楽し
く弾けた　⑦変わりました　
⑧曲にあった絵を自分で考え
てピアノを弾いていきたいと
思いました

16 バイエル 83 動物の追い
かけっこ

最初の所は右手と左
手が順番に弾いてい
るので、追いかけっ
こというテーマにし
ました

❷❽
Ⅱ

④音階が徐々に上がっていく
から　⑤絵を書くのが苦手
だったので言葉で書いてしま
いました　⑧今までに楽譜を
見て創作をしたことがなかっ
たので、難しかったけれど楽
しかったです

17 バイエル 83 お散歩
ランラン

ある日お散歩に出か
ける。最初にカエ
ルに出会う。次にう
しさんに出会う。ヒ
ヨコも見付ける。み
んな出会って、歌い
ながらスキップす
る。今度はみんなで
お散歩に出かける。
お花を見付ける。虫
さんも見付ける。友
達いっぱい楽しいな
あ。夕日が沈んでお
うちに帰る。ばいば
いまたね。また遊ぼ
うね。

❶❻
❽❾
Ⅱ

④音が楽しそうだったから　
⑤色を使った方がイメージし
やすいと思ったから　⑥イ
メージしながら演奏しました
　⑦ただ演奏するだけではな
い！
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18 バイエル 83 マラソン

始めは順調に走って
い る !! 途 中、 色 が
変わった所で疲れて
たくさんぬかれてし
まう。でもがんばっ
て始めのペースで走
る。もう走れないぐ
らい疲れてしまう。
でも頑張って走って
ゴールできた !!

❹❾
Ⅱ

④マラソンのようなイメージ
を持ちたかったから　⑥１つ
１つイメージを持つようにな
りました　⑦変わりました　
⑧今回の創作楽譜で、曲に対
するイメージを持つようにな
りました

19 バイエル 96 ヨチヨ赤
ちゃん

ハイハイが上手にで
きるようになった
赤ちゃんが、今度は
歩こうと一生懸命頑
張っている様子。赤
ちゃんは自分専用の
イスを持っている。
まず自分のイスにつ
かまり立ちをしてみ
る。手をイスから離
してみたけれどおっ
とっとっと…うまく
立てず、もう一度つ
かまってみる。そし
てついにイスから手
を離して自分の力で
立つことが出来るよ
うになった。そこか
ら、お父さん、お母
さんの方へ向かっ
て、1 歩、2 歩…ヨ
チヨチと歩いてい
く。お父さんもお母
さんも心配そうに様
子を見ている。つい
にしりもちをついて
座ってしまった！で
もめげずにもう１度
つかまり立ちからヨ
チヨチ歩きにチャレ
ンジ。もう一人で歩
けるようになった
ね !! バンザイ !!

❶❹
❻❽
❾
Ⅱ

④曲の始まりがファソラシド
ラファと山になっているの
で、そこからヨチヨチ歩きの
赤ちゃんをイメージしました。
途中で曲調が変わるので、赤
ちゃんの成長の様子もイメー
ジしました　⑤絵が苦手なの
で、色を塗ったり、言葉で説
明してみました。最後だけは
とてもうれしい様子を大きく
絵にしてみました　⑥ありま
した。曲のイメージがあると、
メリハリよく弾けたり、その曲
に対して愛着がわくようにな
りました　⑦変わりました。た
だ楽譜を見て弾くのと、イメー
ジを膨らませて弾くのとでは
曲の表情が全く変わると思い
ました。気持ちを込めて弾く
ことで聴く人の心にも伝わる
のかなと思います。　⑧先日、
盲目のピアニストと演奏を TV
で観ました。きっといろいろな
事を想像してその曲をイメー
ジしているんだろうと思いま
す。そして目が見えないけれ
どもいろいろな経験を両親が
させてくれたそうです。いろい
ろな経験と豊かなイメジネー
ションが素晴らしい演奏につ
ながるんだと思いました。

20 バイエル 97 不思議の
たんけん

始めのリズムがとて
も明るかったので、
散歩をさせてみよう
と思った。２段目か
らリズムが変わらな
いので、子供の目線
になり、｢あれは何？
｣「これは何？」「な
ぜ？」というものを
取り入れてみた。最
後は知らないものが
あるから毎日が楽し
いんだというイメー
ジ

❶❼
❽❾
Ⅱ

④とても明るい曲なので、空
や植物などが出てきました　
⑤色をつけた方がぱっと見た
ときにわかりやすいと思いま
した。また、色でどういう曲
なのかイメージがつきやすい
と思いました　⑥はい、弾き
やすくなりました　⑦ただ演
奏するだけでなく、曲ごとに
イメージをしながら演奏した
方が ( 図工などの ) 発想にもつ
ながると思いました　⑧今ま
で、ただ単に楽譜を見て演奏
していただけなので、イメー
ジを持って弾いた方が聴く側
にとっても違うのかなと思い
ました。「のだめカンタービレ」
で空想がでてきていたので、
納得して楽しんで創作する事
が出来ました
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21 バイエル 104 晴れた日
の出来事

「曲の紹介シート（資
料 1-2）」参照

❷❾
Ⅱ

④全体的に平和なイメージが
あったのですがその中に小さ
なハプニングがあるような感
じがして…　⑤イラストにす
るのが一番伝えやすい (伝わり
やすい )と思ったので　⑥今ま
でなんとなくのイメージで演
奏していましたが、イメージを
具体的に思い浮かべてみるよ
うになった。楽しんで弾けるよ
うになった　⑦自分が弾いて
いる曲を ( 弾いている最中に )
良く聴くようになった。耳が前
よりダンボ ( ？ ) になった気が
します。　⑧楽譜に直接その曲
のイメージとして色を塗った
り描いたりするのは初めてで
思っていたよりも難しく楽し
かった。他の生徒さんの作品を
見て、いろいろな手法があった
なぁと感心してしまいました。
⑦で書いたように、以前より、
音をよく聴く様になった気が
します。昔は ｢指がスムーズに
動く様に｣ とか「間違わずに弾
けるように…」という意識の方
が強かったと思います。今は音
がどう響いているか、なめらか
に聞こえているか、など、自分
の弾いている曲 ( 音 ) を耳を澄
まして聴くようになりました。
そうしたら、ピアノ自体を楽
しめるようになってきました。
ピアノを 10 年やっていました
が、その時はそんな風に思えて
いませんでした。

22 バッハ メヌエット
ト長調 優しさ

優しい曲っぽいので
パステルでぬってみ
ました。色で分けて
パステルで優しさを
表してみました。

❹
Ⅱ

④曲のメロディーが優しい感
じがしたのでパステル色で
ぬってみました　⑤優しい感
じがしたから　⑥ありません
でした　⑦変わりました　⑧
曲によってイメージが違うの
で、曲のイメージを考えるの
が楽しいです。曲によって自
分の気持ちも変わっていき、
いろいろな感じ方が出来るよ
うになると思いました

23 ブルグミュラー 15
バラード 赤い糸

最初怖そうな感じだ
けれど、途中イメー
ジが変わるところが
楽しそうなイメージ
で好きです。

❶❹
Ⅱ

④楽しい所、悲しい所がある
から　⑥自分のイメージ通り
に演奏しようと思いました　
⑦少し変わりました　⑧初め
てだったから楽しかったです

24 クレメンティー ソナチネ
Ｏｐ36-１ バレエ

初めの方は楽しんで
おどっているけれ
ど、だんだん限界に
なってきて少し休憩
する。休んだのでま
た踊り始める。また
だんだん楽しくなっ
てきて、どんどん楽
しくなっておしま
い。

❹❽❾
Ⅱ

④曲の始まりが飛び跳ねる感
じがしたから　⑤絵を書くの
が得意ではないので文で表現
しました　⑥弾くのが楽しく
なった　⑦少し変わりました
　⑧ソナチネだけではなくて、
他の曲も何かイメージして弾
けるようになりたいです

創造性豊かなピアノ演奏を目指した実践研究（2）
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25 クレメンティ ソナチネ
Ｏｐ36-3 無題

この曲はスタッカー
トが多くてリズミカ
ルな曲なので、虹と
かを書いた。トリル
は早いのでたつまき
を書いた。盛り上が
りの所はお花を書い
た。だんだんと小さ
な音にするところは
暗い紫にしてみた。
同じフレーズで１オ
クターブ下がる所は
緑で少し暗くした。
和音で盛り上がって
る所はひよこを成長
させてみた。

❶
Ⅱ

④スタッカートが多く明るい
曲のように感じたから　⑤そ
の曲のイメージを色で表した
かったから　⑥イメージした
ことにより強弱などをつけて
演奏したくなった　⑦変わり
ました　⑧このような事をす
るのは初めてだったからいい
経験でした

26 ベートーヴェン 夢のワルツ お花の
ワルツ

お花が揺れている感
じ。お花畑で、風に
揺られて

❶
Ⅰ

④ワルツなので　⑤かわいい
感じにしたかったから　⑥イ
メージを膨らませて弾くこと
が出来ました　⑦自分のイ
メージを作りながら弾くと、
同じ曲でもいろいろな雰囲気
に変わると思いました　⑧こ
れからはイメージを持って弾
きたいと思います

27 ベートーヴェン 夢のワルツ 野原の
天気

１～８小節目まで
は、野原の花や草
が風で揺れている
イメージです。９
～ 16 小節目は空が
暗くなって、雨が強
く降ってきて雷が鳴
りそうなイメージで
す。17 ～ 24 小 節
目は雨が弱くなって
空が少しずつ明るく
なってくるイメージ
です。33 ～ 41 小節
目はまたもとの野原
にもどり花や草が風
に揺れているイメー
ジです。

❶❹❾
Ⅱ

④１曲の中でいろいろと曲の
変化がするので、それぞれの
場面にあったイメージを書き
ました。　⑤絵が苦手なので、
簡単な絵で書きました　⑥自
分の書いたイメージに合わせ
て弾くようになりました。　
⑦イメージを作ると曲が弾き
やすいことがわかりました　
⑧楽譜にイメージの色や絵を
書くだけで、その曲のイメー
ジを目で見ながら弾くことが
できたので、弾きやすかった
です。イメージに合った弾き
方ができました

【創作手法】
❶　絵を描く ( カラー ) 17 名
❷　絵を描く ( 単色・黒 )  3 名
❸　絵を描く ( 単色・カラー )  0 名
❹　色を塗る 12 名
❺　シールを張る  1 名
❻　擬音語  2 名
❼　セリフ  1 名
❽　文章を書く  5 名
❾　ストーリーを創る  8 名
❿　歌詞をつける  0 名

【作風】
Ⅰ　曲全体を大きく一つに捉えてイメージを描いた楽譜 7 名
Ⅱ　曲の流れに沿ってイメージを描いた楽譜 20 名

表２　分類表
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調査時期： 平成 22 年５月上旬
調査対象： 「音楽Ⅰ」ピアノ個人レッスンにおける筆者担当学生
  27 名　回答率 100％
調査内容： 創作楽譜に関するアンケート

①　ピアノを演奏する時に、曲に対するイメージを考えて取り組んだ事がありましたか？

人数 ( 人 ) 比率（％）
四捨五入

27 100%

はい 13 48%

いいえ 14 52%

②　①で「１はい」と答えた方は、イメージを楽譜に書いた事はありましたか？

人数 ( 人 ) 比率（％）
四捨五入

13 100%

はい 2 15%

いいえ 11 85%

③ 　今回の実践を通して、曲のイメージが膨らみましたか？

人数 ( 人 ) 比率（％）
四捨五入

27 100%

はい 27 100%

いいえ 0 0%

表３　実践後のアンケート

Ⅳ考察
　本実践は，入学時における学生の音楽経験が様々
であったことから，初心者から上級者まで幅広い
レベルに及んだ。しかし，音楽経験の有無による
影響は見られず，自由な発想が盛り込まれた創作
楽譜が出来あがった。
　ピアノの導入教材の中には，音が２音（例：ド，レ）
のみで構成されている楽曲もあり，中・上級者の
教材のような曲の内容が重厚な楽曲と比較すると，
イマジネーションが狭まってしまうのではないか
と懸念された部分もあったが，それらには全く問
題はなく，ピアノ初心者が生き生きと楽しみなが
ら楽譜制作を行っている姿は印象的なものであっ
た。
　そして，創作手法においては，前回の実践には

見られなかった新しいアイディア（シールを張る
など）もあり，今後もさらに学生の創作に対する
イマジネーションの範囲は広がっていくのではな
いかと受け取ることができる。
　学生が仕上げた創作楽譜は，前回の実践と同様，
一つひとつの作品がバラエティーに富んだ作品と
なった。学生たちは豊かな創造力や思考力を持っ
ており，その発想や表現意欲は無限大であること
を痛感させられた。
　「創作楽譜に関するアンケート」より，ほぼ全て
の学生から「楽しかった！」という調査結果を得た。
入学時においては，初心者が多くピアノ演奏に対
して不安を抱えている学生も多い中，創作楽譜の
実践をとおしてピアノ演奏の楽しさを体験するこ
とになった。そして，学生の不安要素を取り除く

創造性豊かなピアノ演奏を目指した実践研究（2）
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ことが出来たように感じている。学生が楽しみな
がらピアノ学習を進めることにより，習得率も高
くなるのではないかと考える。
　また，楽曲をイメージして楽譜にイラストや言
葉を書くという発想が，今までなかったという学
生が大半を占めた。初心者であっても「楽曲にイ
メージを持つ，そのイメージを音で表現する。」と
いうことを考えながらピアノに向かってほしいと
熱望しており，今回の実践で学習した内容は，音
楽を表現するための手法の一つとして，今後の学
習にも役立つものであると考える。入学直後の早
い段階で創作楽譜の実践を行ったことは，有為で
あったと感じられる。
　学生が何も考えずただ演奏するのではなく，楽
曲の音符一つひとつにイメージを持つようになり，
想像しながらピアノを弾くことが出来るように
なったという意見も多く見られた。このような「感
性」は，教員・保育者のみならず指導者と呼ばれ
る者にとって必要不可欠な要因であると言えよう。
これらのことから，早期段階での創作楽譜の制作・
実践を行ったことは，大変有為であったと感じて
いる。
　さらに，楽譜に創作することによって，ピアノ
の技術だけではなくイメージによる弾きやすさを
感じた学生が多く見られた。イメージを色や絵で
描くことにより視覚的にも理解しやすくなり，読
譜の手助けとなっているのであろう。特に，楽譜
を読むことに慣れていない初心者にとっては，そ
の創作によって音楽を見出す手がかりとなったで
あろう。
　ピアノ経験者は，「スタッカートが多く明るい曲
のように感じた。」など，楽譜上の発想記号をも考
慮し，イメージ作りが出来ていた。また，「曲のイ
メージを考えたことにより，自分が演奏している
曲を良く聴くようになった。」「音がどう響いてい
るか，なめらかに聴こえているかなど，自分の弾
いている曲（音）を耳を澄まして聴くようになっ
た。」「気持ちを込めて弾くことで聴く人の心にも
伝わるのではないか。」というようなピアノ演奏の
表現力を高めるような気づきも見られた。
　以上のように，今回の実践はピアノを初めて経
験する学生から，長期に渡る経験者まで広範囲の
学生に渡った。そのため，実践から得られたことは，
学生の経験値によっても様々であったことは言う

までもない。

Ⅴ今後の課題
　今回の実践をとおして，初心者の学生の中で，
ピアノ演奏が難しいと感じてしまい，ピアノ学習
に対して臆病になってしまったという学生がいた。
入学直後の段階でピアノに対して大きな不安を抱
いていたところに，負担をかけ過ぎてしまうこと
になってしまったようである。このような学生に
対して，どのように筆者自身が導いていけばよい
か，今後さらなる研究の余地がある。
　初心者の教材に関しては，楽曲としてシンプル
な構造で出来ている。勿論，導入の段階で学べた
ことは多かったが，今後の学習過程において，難
易度の高い楽曲であっても再度，創作活動を行う
ことにより，新たな気づきとモチベーションの高
揚があるのではないかと感じている。
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資料１　紹介シート 資料１−２

資料２

創作楽譜の実践に関するアンケート

　名前　　　　　　　　　　　　

①　ピアノを演奏する時に、曲に対するイメージを考えて取り組んだ事がありま
　したか？
　１　はい
　２　いいえ

②　①で「１はい」と答えた方は、イメージを楽譜に書いた事はありましたか？
　１　はい
　２　いいえ

③　今回の実践を通して、曲のイメージが膨らみましたか？
　１　はい
　２　いいえ

④　今回の創作楽譜は、何故そのイメージを描きましたか？

⑤　今回の創作楽譜は、何故その手法で描きましたか？

⑥　創作楽譜の実践後、ピアノの演奏に変化はありましたか？

⑦　ピアノ演奏に対する意識は変わりましたか？

⑧　自由な感想などを書いてください。
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創作楽譜５　春風

創作楽譜 15　春
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創作楽譜 17　お散歩ランラン
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創作楽譜 24　バレエ

創作楽譜 27　野原の天気


